
平成26年度　三河小中学校長会

総会・教育講演会

と　き　　平成26年5月9日（金）午後2時30分

ところ　　岡 崎 市 竜 美 丘 会 館



　三河497校の各小中学校においては、地域に根ざした創意あふれる教育活動が展開され

ている。先輩の情熱と英知によって構築・継承されてきた三河の教育は、着実にその成果

をあげている。

　しかし、大量退職の時期を迎え、これからの三河の教育を考えるとき、若手教師の資質

向上に加えて、ミドルリーダーの育成が不可欠である。また、学校力を向上させるために、

行政との重要なパイプ役となる学校事務職員の活用も重視していきたい。私たち校長に

は、特色ある教育課程の編成や開かれた学校の推進など、未来の教育を展望した確かな

学校経営を推進していくことが求められている。

　私たちは、自らその責務の重みを自覚して研鑽に励み、保護者や地域社会の期待に応え

ていかなければならない。

　平成26年度の総会にあたり、私たち三河小中学校長会は、三河教育研究会と相携え、教

育を取り巻く今日的課題に積極的に対応し、未来を拓く日本人の育成に、会員の総力を結

集して努力していく所存である。

　　平成26年５月９日
三 河 小 中 学 校 長 会

１　開会のことば
２　国歌斉唱
３　会長・副会長・会計監査承認
４　会長あいさつ
５　愛知県教育委員会あいさつ
６　来賓祝辞
７　来賓紹介
８　感謝状贈呈
９　議長選出
10　平成25年度会務報告
11　平成25年度決算報告
12　平成25年度会計監査報告
13　議事

⑴　平成25年度会務・決算承認に関する件
⑵　平成26年度事業計画に関する件
⑶　平成26年度予算に関する件

14　閉会のことば
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会　　長 安　藤　正　紀 豊　橋・花　田　小
副 会 長 犬　塚　尊　夫 岡　崎・六 ツ 美 中 河　合　智　仁 蒲　郡・蒲郡南部小
副 会 長 水　野　淑　子 安　城・桜　井　中 水　野　昌　孝 岡　崎・竜 美 丘 小

顧　　問 岡　田　　　豊 岡　崎・井　田　小 金　原　　　宏 刈　谷・刈 谷 南 中
顧　　問 山　田　光　夫 豊　田・美　里　中

会計監査 加　藤　幹　根 西　尾・一　色　中 栗　田　万砂夫 岡　崎・南　　　中

庶　　務 稲　垣　　　寿 西　尾・西　尾　小 加　藤　宏　基 西　尾・西　尾　中
庶　　務 天　野　広　子 幸　田・中　央　小
庶務補佐 小　嶋　利　之 岡　崎・甲　山　中

会　　計 河　合　　　修 豊　橋・東　部　中 佐々木　尚　也 北設楽・田　口　小
会計補佐 中　村　則　夫 豊　橋・吉 田 方 小

専
門
委
員
長

法　　制 小　出　志　郎 豊　橋・南稜中 教育条件 小　西　祥　二 新　城・作手小
学校経営 髙　本　訓　久 豊　川・東部中 進　　路 伊　藤　映　充 幸　田・幸田中
保健体育 鈴　木　実　俊 岡　崎・福岡小 福祉安全 花　井　　　隆 田　原・田原中
給　　食 鈴　木　敏　彦 豊　川・西部中 生徒指導 藤　嶋　力　央 豊　田・足助中
特別支援教育 安　藤　雅　章 豊　川・中部小 修学旅行 鈴　木　　　一 安　城・安城西中

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
（22）

岡　崎 ○ 野　田　光　宏 竜 海 中 高　浜 ○ 高　橋　　　正 南　　　中
岡　崎 　 太　田　恭　子 連 尺 小 みよし ○ 青　木　康　次 三　好　中
岡　崎 　 内　田　義　和 葵　　　中 幸　田 ○ 近　藤　正　義 豊　坂　小
碧　南 ○ 岩　間　孝　三 南　　　中 豊　橋 ○ 福　井　基　明 南　部　中
刈　谷 ○ 山　田　　　基 亀 城 小 豊　橋 　 竹　内　　　輝 つつじが丘小
豊　田 ○ 加　納　勝　彦 朝 日 丘 中 豊　橋 　 市　川　英　輝 青　陵　中
豊　田 　 加　藤　次　郎 朝 日 小 豊　川 ○ 髙　本　訓　久 東　部　中
豊　田 　 藤　井　　　憩 崇 化 館 中 蒲　郡 ○ 髙　橋　　　茂 三　谷　中
安　城 ○ 水　野　淑　子 桜 井 中 新　城 ○ 杉　浦　　　徹 東 郷 西 小
西　尾 ○ 岩　﨑　義　高 鶴 城 小 田　原 ○ 小　川　　　悟 福　江　中
知　立 ○ 近　藤　博　子 竜 北 中 北設楽 ○ 加　藤　弘　文 設　楽　中

（注）○印：郡市代表者

平成 26 年度　三河小中学校長会役員（案）
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評
　
　
　
　
　
　
　
議
　
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
（62）
　
　
　
　
◎
印
役
員
兼
務
者
　
※
印
理
事
兼
務
者
　
　
○
印
郡
市
代
表

郡　市 小　　学　　校 中　　学　　校 小 中 計

岡　崎

　　 太　田　恭　子

　　 山　口　和　雄

　　 山　田　禮　子

　　 増　澤　　　徹

連尺小

矢作南小

根石小

岡崎小

　　 内　田　義　和

　○ 野　田　光　宏

　　 近　藤　博　之

　　 伊　藤　直　也

葵　中

竜海中

矢作中

城北中

47 20 67

碧　南 　　 中　川　秀　彦 中央小 　○ 岩　間　孝　三 南　中 7 5 12

刈　谷
　○ 山　田　　　基

　　 野々山　　　智

亀城小

富士松北小

　　 津　田　節　代

　　 大　橋　普支俊

依佐美中

雁が音中
15 6 21

豊　田

　　 加　藤　次　郎

　　 竹　本　正　子

　　 和　田　裕　枝

　　 中　島　敬　康

朝日小

堤　小

小清水小

挙母小

　　 窪　田　真　也

　○ 加　納　勝　彦

　　 藤　井　　　憩

　　 大　橋　則　保

逢妻中

朝日丘中

崇化館中

上郷中

75 27 102

安　城
　　 土　屋　玲　子

　　 鳥　居　和　男

三河安城小

錦町小

◎○ 水　野　淑　子

　※ 鈴　木　　　一

桜井中

安城西中
21 8 29

西　尾
　　 石　川　久　江

　○ 岩　﨑　義　高

八ツ面小

鶴城小

　　 鈴　木　　　睦

　　 松　崎　利　美

吉良中

幡豆中
26 10 36

知　立 　　 村　瀬　俊　一 知立小 　○ 近　藤　博　子 竜北中 7 3 10

高　浜 　　 梅　田　　　稔 港　小 　○ 高　橋　　　正 南　中 5 2 7

みよし 　　 江　口　　　修 中部小 　○ 青　木　康　次 三好中 8 4 12

幸　田 　○ 近　藤　正　義 豊坂小 　※ 伊　藤　映　充 幸田中 6 3 9

西　三　河　学　校　数 217 88 305

豊　橋

　　 竹　内　　　輝

　　 小久保　恵　司

　　 戸　田　守　彦

　　 馬　場　秀　二

つつじが丘小

大清水小

野依小

福岡小

　　 市　川　英　輝

　○ 福　井　基　明

　◎ 河　合　　　修

　※ 小　出　志　郎

青陵中

南部中

東部中

南稜中

52 22 74

豊　川
　　 白　井　康　司

　　 権　田　定　芳

八南小

豊川小

※○ 髙　本　訓　久

　　 氏　原　茂　雅

東部中

代田中
26 10 36

蒲　郡 　　 鈴　木　教　仁 形原北小 　○ 髙　橋　　　茂 三谷中 13 7 20

新　城
※○ 杉　浦　　　徹

　　 森　田　真　敏

東郷西小

鳳来西小

　　 梅　田　武　男

　　 村　田　伸　也

新城中

東郷中
16 6 22

田　原
　　 三　竹　清　一

　　 石　川　祐　子

福江小

清田小

　　 太　田　孝　雄

　○ 小　川　　　悟

赤羽根中

福江中
20 7 27

北設楽 　◎ 佐々木　尚　也 田口小 　○ 加　藤　弘　文 設楽中 8 5 13

東　三　河　学　校　数 135 57 192

学 　 校 　 数 　 総 　 計 352 145 497
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平成26年度　三河小中学校長会専門委員会の構成 （注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
法　　　　　制 教　育　条　件 学　校　経　営 進　　　　　路

岡　　崎 ○荻野　款司 北　中 ○加藤　政幸 翔南中 ○宇都宮森和 河合中 ○中村　公治 東海中

碧　　南 　金子てる子 大浜小 　岩井　伸江 西端小 　新美　哲夫 日進小 　高橋　　泰 東　中

刈　　谷 　板倉　功直 小垣江東小 　中村　僚志 双葉小 ○横山　健彦 小垣江小 　丹羽　宏行 富士松中

豊　　田 ○小栗　金美 衣丘小 ○渡邉　亮介 前林中 ○早川　真澄 若園中 ○鈴木　正則 井郷中

安　　城 ○上原　就久 明祥中 　清水　猛雄 今池小 　石川　良一 安城中部小 　三浦　陽市 篠目中

西　　尾 ○嶋崎　　徹 東幡豆小 ○小山　圭嗣 荻原小 　清水　文克 白浜小 ○伊藤　吉弘 寺津中

知　　立 　林　　俊典 猿渡小 　橋本　博司 来迎寺小 　近藤　博子 竜北中 　石川　徹彦 知立中

高　　浜 　六角　英彰 翼　小 　神谷　勇二 高取小 　梅田　　稔 港　小 　野々山知久 高浜中

み よ し 　江口　　修 中部小 　吉田　増美 天王小 　太田　予一 三吉小 　加藤　了介 北　中

幸　　田 　山本　勝秀 深溝小 　山田　富久 坂崎小 　林　　昭広 幸田小 ◎伊藤　映充 幸田中

豊　　橋 ◎小出　志郎 南稜中 ○水野　純夫 西郷小 ○森下　一義 谷川小 ○岩瀬　雅洋 南陽中

豊　　川 　中田　照男 一宮西部小 　波多野愼次 平尾小 ◎髙本　訓久 東部中 　津田　誠治 御津中

蒲　　郡 　村越　英昭 西浦中 　小野　利典 大塚中 ○平野　正也 中央小 ○福井　淸司 塩津中

新　　城 　権田　康之 黄柳川小 ◎小西　祥二 作手小 　星野　真久 東郷東小 　上野　道弘 八名中

田　　原 ○鈴木　欽也 大草小 ○彦坂登一朗 泉　中 　杉田　哲利 田原東部小 　神藤　寛人 伊良湖岬中

北 設 楽 　氏原　周次 東栄小 　石田　雄吉 東栄中 　村松　清和 津具小 　岡田　　守 津具中

県委員長
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（注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
保　健　体　育 福　祉　安　全 給　　　　　食 生　徒　指　導

岡　　崎 ◎鈴木　実俊 福岡小 ○高橋由美子 山中小 ○長坂　洋人 岩津中 ○岡部　克彦 六ッ美北中

碧　　南 　川隅　義孝 鷲塚小 　杉浦あさの 棚尾小 ○中根　孝明 新川小 　永坂　昭彦 中央中

刈　　谷 　佐野　吉則 朝日小 　大橋普支俊 雁が音中 　鈴木　竹久 住吉小 　神谷　拓生 刈谷東中

豊　　田 ○今泉　一久 藤岡中 ○大河原弘吏 東保見小 ○東野　泰久 青木小 ◎藤嶋　力央 足助中

安　　城 ○澤　　信一 丈山小 　濵田　康司 安城南部小 　兵藤　伸彦 安城北中 ○野村　郁夫 明和小

西　　尾 　内藤　嘉則 福地北部小 　三矢　正隆 佐久島中 　榊原　孝宏 寺津小 　稲垣　正彦 福地中

知　　立 　杉浦　邦章 知立南小 ○三浦　祥志 知立南中 　原田　悦子 知立西小 　山崎　敬司 八ツ田小

高　　浜 　野々山知久 高浜中 ○神谷　勇二 高取小 　黒野　盛聖 吉浜小 　高橋　　正 南　中

み よ し ○吉野　嘉郎 南　中 　加藤　芳邦 緑丘小 ○深見　秀之 黒笹小 　花井　　伸 三好丘中

幸　　田 　山本　勝秀 深溝小 　山口　明則 荻谷小 　天野　広子 中央小 　丹羽　雅英 南部中

豊　　橋 ○浅井　英雄 栄　小 ○池崎　　勇 東陽中 ○森下　一義 羽田中 ○立岩　秀公 二川中

豊　　川 　中村　　弘 一宮東部小 　稲垣　考俊 小坂井西小 ◎鈴木　敏彦 西部中 ○田中　政巳 天王小

蒲　　郡 　田中佳代子 蒲郡北部小 　壁谷　昌泰 竹島小 　岡田　敏宏 蒲郡西部小 　丸山　幸博 西浦小

新　　城 ○今泉　雅晴 千郷中 　加藤由美子 東陽小 　村田　祐子 舟着小 　木村　恭一 作手中

田　　原 　寺田　孝士 亀山小 ◎花井　　隆 田原中 　本多　邦彦 野田小 　神谷　信仁 六連小

北 設 楽 　原田　義久 富山小 　夏目　貴司 田峯小 　渡邉　俊也 豊根小 ○村岡　周作 豊根中

県委員長 　鈴木　実俊 福岡小 　花井　　隆 田原中 　鈴木　敏彦 西部中
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（注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
特別支援教育 修学旅行特別 学校力向上特別

岡　　崎 ○栗田万砂夫 南　中 ○杉田　吉男 新香山中 　金指由香里 小豆坂小

碧　　南 　石川　和昌 新川中 　中川　秀彦 中央小

刈　　谷 ○澤田佳予子 かりがね小 　野村　　光 富士松東小

豊　　田 ○鈴木　直樹 下山中 ○籔下　　隆 稲武中 　久野　友士 若林東小

安　　城 　池田比呂子 新田小 ◎鈴木　　一 安城西中 　井上　幹夫 桜町小

西　　尾 ○犬塚　　順 横須賀小 　兼子　　明 東部中

知　　立 　村瀬　俊一 知立小 　杉浦　　茂 知立東小

高　　浜 　梅田　　稔 港　小 　黒野　盛聖 吉浜小

み よ し 　野田紀世子 三好丘小 　大石　昌男 南部小

幸　　田 　内藤　節夫 北部中 　山口　明則 荻谷小

豊　　橋 ○黄木　昭彦 高師台中 ○鈴木　　豊 豊城中 　谷中　智典 玉川小

豊　　川 ◎安藤　雅章 中部小 ○原　　嘉孝 一宮中 　島澤　　遵 長沢小

蒲　　郡 　牧原佐恵子 大塚小 ○千葉　正士 形原中 　伊藤　孝明 三谷小

新　　城 　西野　昌曉 八名小 　岡山　雅仁 連谷小

田　　原 　杉本　説子 童浦小 　河合　正人 伊良湖小

北 設 楽 　片桐紳一郎 名倉小 　村井　壽一 富山中

県委員長
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県校長会役員・委員（案）
役　員
会　　長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小 副 会 長 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中
会計監査 山　田　清　志 豊　川・小坂井中
小学校部会 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小 中学校部会 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中

地域代表
安　藤　正　紀 豊　　橋・花　田　小 犬　塚　尊　夫 岡　　崎・六 ツ 美 中
岡　田　　　豊 岡　　崎・井　田　小 金　原　　　宏 刈　　谷・刈 谷 南 中
河　合　智　仁 蒲　　郡・蒲郡南部小 稲　垣　　　寿 西　　尾・西　尾　小

常任委員
岡　　崎 野　田　光　宏 竜　海　中 み よ し 青　木　康　次 三　好　中
刈　　谷 山　田　　　基 亀　城　小 幸　　田 近　藤　正　義 豊　坂　小
豊　　田 加　納　勝　彦 朝 日 丘 中 豊　　橋 福　井　基　明 南　部　中
安　　城 土　屋　玲　子 三河安城小 豊　　川 髙　本　訓　久 東　部　中
西　　尾 岩　﨑　義　高 鶴　城　小 蒲　　郡 髙　橋　　　茂 三　谷　中
知　　立 村　瀬　俊　一 知　立　小 新　　城 杉　浦　　　徹 東 郷 西 小
高　　浜 高　橋　　　正 南　　　中 北 設 楽 佐々木　尚　也 田　口　小

理　　事
庶　　務 伊　藤　雅　朗 新　城・新 城 小 庶　　務 酒　井　　　敬 豊　田・豊 南 中
会　　計 坂　部　良　二 豊　田・足 助 小 会　　計 鈴　木　　　洋 蒲　郡・蒲 郡 中
保健体育 鈴　木　実　俊 岡　崎・福 岡 小 福祉安全 花　井　　　隆 田　原・田 原 中
給　　食 鈴　木　敏　彦 豊　川・西 部 中 広　　報 杉　浦　　　徹 新　城・東郷西小
教育課題特別 原　田　隆　行 新　城 ･ 鳳 来 中

専門委員会・部会　（注）◎印：委員長・部長　○印：副委員長
法制委員会
　 荻　野　款　司 岡　　崎・北　　　中 　 嶋　崎　　　徹 西　　尾・東 幡 豆 小
　 小　栗　金　美 豊　　田・衣　丘　小 ○ 小　出　志　郎 豊　　橋・南　稜　中
　 上　原　就　久 安　　城・明　祥　中 　 鈴　木　欽　也 田　　原・大　草　小

教育条件委員会
　 加　藤　政　幸 岡　　崎・翔　南　中 　 水　野　純　夫 豊　　橋・西　郷　小
　 渡　邉　亮　介 豊　　田・前　林　中 ○ 小　西　祥　二 新　　城・作　手　小
　 小　山　圭　嗣 西　　尾・荻　原　小 　 彦　坂　登一朗 田　　原・泉　　　中

学校経営委員会
　 宇都宮　森　和 岡　　崎・河　合　中 　 森　下　一　義 豊　　橋・谷　川　小
　 横　山　健　彦 刈　　谷・小 垣 江 小 ○ 髙　本　訓　久 豊　　川・東　部　中
　 早　川　真　澄 豊　　田・若　園　中 　 平　野　正　也 蒲　　郡・中　央　小

進路委員会
　 中　村　公　治 岡　　崎・東　海　中 ○ 伊　藤　映　充 幸　　田・幸　田　中
　 鈴　木　正　則 豊　　田・井　郷　中 　 岩　瀬　雅　洋 豊　　橋・南　陽　中
　 伊　藤　吉　弘 西　　尾・寺　津　中 　 福　井　淸　司 蒲　　郡・塩　津　中
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保健体育委員会
◎ 鈴　木　実　俊 岡　　崎・福　岡　小 　 吉　野　嘉　郎 み よ し・南　　　中
　 今　泉　一　久 豊　　田・藤　岡　中 　 浅　井　英　雄 豊　　橋・栄　　　小
　 澤　　　信　一 安　　城・丈　山　小 　 今　泉　雅　晴 新　　城・千　郷　中

福祉安全委員会
　 高　橋　由美子 岡　　崎・山　中　小 　 神　谷　勇　二 高　　浜・高　取　小
　 大河原　弘　吏 豊　　田・東 保 見 小 　 池　崎　　　勇 豊　　橋・東　陽　中
　 三　浦　祥　志 知　　立・知 立 南 中 ◎ 花　井　　　隆 田　　原・田　原　中

給食委員会
　 長　坂　洋　人 岡　　崎・岩　津　中 　 深　見　秀　之 み よ し・黒　笹　小
　 中　根　孝　明 碧　　南・新　川　小 　 森　下　一　義 豊　　橋・羽　田　中
　 東　野　泰　久 豊　　田・青　木　小 ◎ 鈴　木　敏　彦 豊　　川・西　部　中

生徒指導委員会
　 岡　部　克　彦 岡　　崎・六ツ美北中 　 立　岩　秀　公 豊　　橋・二　川　中
○ 藤　嶋　力　央 豊　　田・足　助　中 　 田　中　政　巳 豊　　川・天　王　小
　 野　村　郁　夫 安　　城・明　和　小 　 村　岡　周　作 北 設 楽・豊　根　中

特別支援教育委員会
　 栗　田　万砂夫 岡　　崎・南　　　中 　 犬　塚　　　順 西　　尾・横 須 賀 小
　 澤　田　佳予子 刈　　谷・かりがね小 　 黄　木　昭　彦 豊　　橋・高 師 台 中
　 鈴　木　直　樹 豊　　田・下　山　中 ○ 安　藤　雅　章 豊　　川・中　部　小

修学旅行特別委員会
　 杉　田　吉　男 岡　　崎・新 香 山 中 　 鈴　木　　　豊 豊　　橋・豊　城　中
　 籔　下　　　隆 豊　　田・稲　武　中 　 原　　　嘉　孝 豊　　川・一　宮　中
○ 鈴　木　　　一 安　　城・安 城 西 中 　 千　葉　正　士 蒲　　郡・形　原　中

教育課題特別委員会
　 荻　野　卓　寛 岡　　崎・北　野　小 　 都　築　光　男 安　　城・二 本 木 小
　 川　隅　義　孝 碧　　南・鷲　塚　小 ◎ 原　田　隆　行 新　　城・鳳　来　中

広報部
　 市　川　敏　彦 岡　　崎・生　平　小 　 澤　井　恒　樹 豊　　川・御津南部小
　 星　田　恵　子 豊　　田・冷　田　小 ◎ 杉　浦　　　徹 新　　城・東 郷 西 小
　 水　野　裕　之 み よ し・北　部　小 　 伊　藤　雅　朗 新　　城・新　城　小
　 酒　井　　　敬 豊　　田・豊　南　中
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全国連合小学校長会
理　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
教員養成 伊　藤　雅　朗 新　城・新 城 小

東海・北陸地区連合小学校長会
理　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

東海北陸中学校長会
理　事 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中

愛知県退職教職員互助会
副理事長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
理　事 花　井　　　隆 田　原・田 原 中
評議員 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中

〃 山　田　清　志 豊　川・小坂井中
監　事 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

愛知県教育職員互助会
理　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県中小学校体育連盟
副会長 市　川　英　輝 豊　橋・青 陵 中

〃 永　田　　　勲 岡　崎・竜 南 中
理　事 千　葉　正　士 蒲　郡・形 原 中

〃 塩　野　全　康 豊　橋・天 伯 小
〃 大　橋　則　保 豊　田・上 郷 中
〃 中　村　郁　夫 岡　崎・福 岡 中
〃 鈴　木　実　俊 岡　崎・福 岡 小

監　事 高　須　　　博 西　尾・吉 田 小

東海中学校体育連盟
理　事 永　田　　　勲 岡　崎・竜 南 中

愛知県体育協会
競技委員 市　川　英　輝 豊　橋・青 陵 中

愛知県学校保健会
理　事 鈴　木　実　俊 岡　崎・福 岡 小
監　事 犬　塚　尊　夫 岡　崎・六ツ美中

公立学校共済組合愛知支部運営審議会
委　員 花　井　　　隆 田　原・田 原 中
監査員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県学校給食会
理　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

〃 鈴　木　敏　彦 豊　川・西 部 中
基本物資
検討委員 長　坂　洋　人 岡　崎・岩 津 中

〃 東　野　泰　久 豊　田・青 木 小
検査事業委員 中　根　孝　明 碧　南・新 川 小
普及啓発委員 深　見　秀　之 みよし・黒 笹 小

〃 森　下　一　義 豊　橋・羽 田 中

愛知県教育振興会
理事長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
理　事 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小
評議員 天　野　広　子 幸　田・中 央 小

愛知県総合教育センター
運営委員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
研究委員 横　山　健　彦 刈　谷・小垣江小

〃 平　野　正　也 蒲　郡・中 央 小
〃 髙　本　訓　久 豊　川・東 部 中
〃 近　藤　博　子 知　立・竜 北 中

愛知県教育・スポーツ振興財団
理　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
委員・
専門員 伊　藤　映　充 幸　田・幸 田 中

教育諸団体役員（案）教育諸団体役員（案）
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義務教育問題研究協議会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県道徳教育推進会議
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県生涯学習審議会
委　員 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

愛知県小中学校 PTA 連絡協議会
副会長 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

愛知県青少年育成県民会議
校長会代表 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

公立学校共済組合愛知支部施設改善等懇談会
校長会代表 花　井　　　隆 田　原・田 原 中

愛知県青少年育成審議会
委　員 津　田　節　代 刈　谷・依佐美中

愛知県交通安全推進協議会
団体代表 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

日本修学旅行協会愛知県支部
理　事 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中

〃 鈴　木　　　一 安　城・安城西中

全国修学旅行研究協会愛知県支部
副支部長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
理　事 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中

〃 鈴　木　　　一 安　城・安城西中

東海三県中学校修学旅行委員会
委員長 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中
委　員 鈴　木　　　一 安　城・安城西中

〃 千　葉　正　士 蒲　郡・形 原 中
〃 原　　　嘉　孝 豊　川・一 宮 中

愛知県共同募金会
評議員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

日本教育会
代議員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県小中学校青少年赤十字指導者協議会
会　長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県視聴覚教育研究協議会
会　長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

社会体験型教員研修連絡会議
委　員 水　野　淑　子 安　城・桜 井 中

あいち環境づくり推進協議会
構成員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

租税教育推進協議会
会　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

「社会を明るくする運動」愛知県推進委員会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

東海北陸放送教育研究協議会
会　長 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県教職員福利厚生会
理　事 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中
評議員 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

幼児教育研究協議会
委　員 枝　松　裕　子 豊　橋・松 山 小
専門委員 池　田　比呂子 安　城・新 田 小

キャリア教育会議
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小
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キャリア教育推進協議会
委　員 伊　藤　映　充 幸　田・幸 田 中

愛知県麻しん対策会議
委　員 鈴　木　実　俊 岡　崎・福 岡 小

愛知県食育推進会議
委　員 鈴　木　敏　彦 豊　川・西 部 中

愛知県教員資質向上会議
委　員 伊　藤　智　祥 豊　橋・北 部 中

教育実習に関する打ち合わせ会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

〃 金　原　　　宏 刈　谷・刈谷南中
〃 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

愛知県教育委員会障害者雇用促進対策協議会
委　員 河　合　智　仁 蒲　郡・蒲郡南部小

学校運営研究会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県安全なまちづくり推進協議会
幹　事 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

公益目的事業選考委員会
委　員 栗　田　万砂夫 岡　崎・南　　中

教職員評価制度検討協議会
委　員 小　出　志　郎 豊　橋・南 稜 中

愛知県就職問題連絡協議会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県少子化対策推進会議
構成員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県自殺対策推進協議会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

高齢期の雇用問題に関する研究会議
委　員 安　藤　正　紀 豊　橋・花 田 小

若年消費者教育研究会
構成員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

少年の主張愛知県大会
委　員 松　崎　利　美 西　尾・幡 豆 中

愛知県健康づくり推進協議会
委　員 岡　田　　　豊 岡　崎・井 田 小

愛知県社会福祉審議会児童福祉専門分科会
委　員 渡　辺　充　江 蒲　郡・三谷東小
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平成 25 年度　会　務　報　告
 1 　総会

⑴　５／８　岡崎市竜美丘会館
◇　規約改正、役員承認、会務報告、決算・監査報告、事業計画、予算案審議

 2 　評議員会
⑴　４／９　豊　橋

◇　役員、会計監査候補者の選出 ◇　常任委員の選出
◇　評議員会、専門委員会の構成 ◇　顧問、庶務、会計、理事の委嘱

⑵　８／19　岡　崎
◇　三河教育懇談会の組織・運営 ◇　専門委員会の当面する課題
◇　三河教育懇談会

⑶　２／５　岡　崎
◇　平成26年度組織の構成 ◇　平成26年度行事予定
◇　補正予算案審議 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　「教師力向上のための各郡市の取り組みと課題」

 3 　常任委員会
⑴　６／11　岡　崎

◇　平成25年度総会の反省 ◇　三河教育懇談会の計画案
◇　学校経営特別委員会の活動計画 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　「当面する法制上の課題について」

⑵　１／８　岡　崎
◇　平成26年度行事予定 ◇　補正予算案審議
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　「教師力向上のための各郡市の取り組みと課題」

⑶　３／12　岡　崎
◇　会長職務代理者の承認 ◇　平成26年度組織の構成
◇　平成25年度会務報告 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会  「教師力向上のための各郡市の取り組みと課題」
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 4 　郡市代表者会
⑴　４／９　豊　橋

◇　平成25年度組織の構成 ◇　平成25年度の行事予定

⑵　10／８　蒲　郡
◇　三河教育懇談会の反省 ◇　一般会計中間報告
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　「デンソーにおける技術系社員の育成について」

⑶　11／５　蒲　郡
◇　平成26年度の行事予定 ◇　専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　「人の踏み入らぬ道に花あり」

 5 　専門委員会
⑴　４／９　豊　橋

◇　各専門委員会の構成 ◇　平成25年度事業計画の検討

⑵　４月〜２月
◇　各専門委員会を随時開催

 6 　大会派遣関係
⑴　第65回全国連合小学校長会研究協議会
　　　（第48回東海・北陸地区連合小学校長会教育研究大会）
　　　　三重大会　　10／17〜18　伊勢市

⑵　第64回全日本中学校長会研究協議会
　　　（第53回東海北陸中学校長会研究協議会）
　　　　福井大会　　10／24〜25　福井市
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平成 25 年度　三河小中学校長会事業報告
法制委員会

４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織、活動計画、当面する課題について
６・14 岡　崎 委員研修、調査研究、当面する課題検討
７・２ 蒲　郡 委員研修、調査研究、法制上の諸問題
９・25 岡　崎 委員研修、調査研究、当面する課題検討
11・12 岡　崎 委員研修、当面する課題検討
２・26 蒲　郡 委員研修、今年度の反省と次年度の計画づくり

教育条件委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織、平成 25 年度の努力目標の検討
５・17 名古屋 教職員数等調査、県教育予算陳情項目の検討
５月  各教育事務所 教職員定数に関する調査
５・６月 各郡市 校長給与実態調査
５・29 名古屋 県教育予算陳情事項・資料の検討
６・12 名古屋 県教育予算陳情書・陳情説明資料の検討
７・24 〜25 宮城県 県外視察（教職員配当・教育諸条件の調査）
７・30 蒲　郡 三河郡市の教育諸条件整備状況の調査・検討
９・13 名古屋 県教育予算陳情活動資料の検討
10・９ 名古屋 県教育予算陳情活動口頭説明資料の検討、県教育予算学習会
10・11 月 各郡市 関係機関・県議会議員へ県教育予算陳情活動
11・８ 名古屋 県退職手当等説明会
12・10 名古屋 県人事委員会報告の内容と分析
２・25 名古屋 平成 26 年度県教育予算（内示）の検討、平成 25 年度の反省
２・28 蒲　郡 平成 26 年度三河郡市教育予算等の検討、平成 25 年度の反省

学校経営委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、事業計画審議、各種研究大会参加体制づくり
５・31 名古屋 県委員会組織づくり、事業計画審議
６・７ 蒲　郡 各種研究大会参加確認（手続き）、教育的刊行物事業検討
９・13 岡　崎 研究協議会（東陸小・東陸中発表検討）
11・12 豊　田 県全体の平成 26 年度各種研究大会参加体制検討
11・26 豊　橋 平成 26 年度各種研究大会参加体制検討、教育的刊行物事業検討
１・24 岡　崎 平成 26 年度各種研究大会参加確認、教育的刊行物事業検討
１・31 名古屋 県全体の活動内容のまとめと次年度の計画立案・検討

進路委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織、平成 25 年度努力目標の検討
５・24 豊　川 生徒数・学級数調査結果の把握と関係機関への要望事項の検討
６・21 岡　崎 三河地区私立高校との情報交換会・懇談会（第 1 回）
９・10 豊　橋 三河地区私立高校との情報交換会・懇談会（第２回）
10・１ 岡　崎 西三河地区私立高校合同説明会（３校）に参加
10・２ 岡　崎 西三河地区私立高校合同説明会（４校）に参加
10・４ 豊　橋 東三河地区私立高校合同説明会（４校）に参加
11・19〜22 豊橋他 公立高校推薦入学実施要項等地区別説明会（４地区）に参加
11・29 豊　川 公立高校進学希望生徒数の調査等の検討、情報交換
２・21 蒲　郡 本年度のまとめと反省、次年度の計画

保健体育委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織、平成 25 年度事業計画の審議
５・10 蒲　郡 調査研究の方針、調査項目の検討、研修会案検討
６・14 蒲　郡 調査項目の検討
６・28 蒲　郡 第１回委員研修会、調査用紙配付依頼
８・23 蒲　郡 調査研究結果分析・検討
９・６ 蒲　郡 調査研究結果検討
10・18 蒲　郡 調査研究報告書検討、次年度の研究の方向について
２・19 蒲　郡 第２回委員研修会、調査研究報告、次年度の事業計画案審議
３・７ 蒲　郡 活動のまとめ、次年度の組織について
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福祉安全委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、努力目標と研究主題の検討
５・28 蒲　郡 調査研究活動の推進計画と実践内容の検討
６・21 蒲　郡 調査研究活動の実践原稿依頼、関係機関からの指導
10・29 蒲　郡 調査研究活動の実践原稿審議
11・19 蒲　郡 調査研究活動の実践原稿審議、関係機関からの指導
１・28 蒲　郡 次年度授業計画の審議
２・19 蒲　郡 本年度事業の反省、次年度の事業計画、関係機関からの指導

給食委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、平成 25 年度事業計画の検討
４・19 名古屋 県委員会組織づくり、平成 25 年度事業計画
５・２ 豊　明 県学校給食会との懇談
５・７ 豊　川 平成 25 年度調査活動の具体的な内容検討
５・23 名古屋 平成 25 年度調査活動の内容全体の検討
５・31 豊　明 調査項目の審議、研修「学校給食の重点目標」
７・９ 蒲　郡 調査内容・方法の確認、研修「県学校給食会の動向」
10・２ 豊　川 調査内容の集計と内容の分析・考察
10・29 豊　川 調査内容結果の分析・考察
11・19 名古屋 調査研究のまとめ・「研究概要」の原稿審議
１・22 名古屋 調査研究の反省、来年度事業計画の検討
２・25 蒲　郡 平成 25 年度「研究概要」配布、次年度の研究主題・方針の確認

生徒指導委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、平成 25 年度事業計画の検討
６・３ 岡　崎 研究調査報告書の原稿審議、研修①「県生徒指導重点政策」
７・８ 岡　崎 報告書の原稿審議②、研修②「近年の少年犯罪の特徴と実態」
10・７ 西　尾 報告書の原稿審議③、研修③講演「泥を肥やしに咲く花」
11・25 名古屋 報告書の原稿審議④、研修④「不登校の支援技法について」
２・３ 豊　田 報告書の配布、平成 25 年度のまとめ、研修⑤

特別支援教育委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、平成 25 年度事業計画の検討
５・24 名古屋 平成 25 年度研究テーマ・研究計画の検討
７・16 岡　崎 全連小・全特協調査への取組依頼、委員会委員研修①
10・29 名古屋 委員会委員研修②、研究集録の審議
11・26 名古屋 研究集録の審議、教育予算に関する陳情内容の検討①
１・21 名古屋 調査研究のまとめ、教育予算に関する陳情内容の検討②
２・14 蒲　郡 平成 25 年度各地区の活動報告と平成 26 年度への課題の検討
２・19 名古屋 平成 25 年度の活動のまとめと平成 26 年度事業計画の審議

修学旅行特別委員会
４・９ 豊　橋 平成 25 年度委員会組織づくり、平成 25 年度努力目標の検討、平成 25 年度事業

計画について情報交換
５・20 名古屋 事業計画・研究推進の検討、安全対策について県内の状況についての情報交換
６・18 名古屋 調査研究のアンケート内容の検討
８・28 蒲　郡 調査研究のアンケートの集計・分析・考察
  連合体列車輸送利用申込集計及び入付作業準備
10・18 名古屋 研究活動実績報告書の検討、連合体列車輸送利用計画の検討
１・17 名古屋 平成 25 年度事業の反省、次年度事業計画の検討

学校力向上特別委員会
７・９ 岡　崎 調査研究活動の内容の検討、推進計画審議
９・18 岡　崎 アンケートのまとめ、各地区の現状分析
10 月 各地区 調査
11・７ 岡　崎 調査報告書の原稿審議
12・４ 岡　崎 調査報告書の原稿審議
２月上旬 各地区 調査報告書の発行・配付
２・５ 岡　崎 調査研究の報告
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平成 25 年度　三河小中学校長会 一般会計 決算書

平成 25 年度　三河小中学校長会 特別会計 決算書
（単位：円）

収　入　総　額 2,248,693 支　出　総　額 791,970 差　引　残　高 1,456,723
収入の部

項　　　目 予　算　額 決　算　額 比 較 増 減 備　　　　考
会 　 　 　 費 843,200 843,200 0 1,700 円× 496 人
雑　 収　 入 155 248 93 預金利息
繰　 越　 金 1,405,245 1,405,245 0
合 　 　 　 計 2,248,600 2,248,693 93

支出の部
項　　　目 予　算　額 決　算　額 比 較 増 減 備　　　　考

慶　 弔　 費 550,000 258,030 △ 291,970 香料、祝電、弔電等
対　 策　 費 550,000 533,940 △ 16,060 総会費等
予　 備　 費 1,148,600 0 △ 1,148,600
合 　 　 　 計 2,248,600 791,970 △ 1,456,630

（単位：円、△は減額を表す）

（単位：円）
収　入　総　額 5,971,994 支　出　総　額 5,363,837 差　引　残　高 608,157

収入の部
項　　　目 当初予算額 補正予算額 決　算　額 増減 備　　　　考

会 費 2,976,000 2,976,000 2,976,000 0 6,000 円× 496 人
助　　成　　金 1,223,200 2,373,200 2,373,200 0 県小中学校長会、県教育振興会、教育文化振興会

愛知県教育公務員弘済会、教職員共済生活協同組合

雑　　収　　入 316 310 310 0 預金利息
繰　　越　　金 622,484 622,484 622,484 0
合 　 　 　 計 4,822,000 5,971,994 5,971,994 0

支出の部
項　　　目 当初予算額 補正予算額 決　算　額 補正予算比較増減 備　　　　考

総　　会　　費 850,000 900,000 876,790 △ 23,210 定期総会費
会　　議　　費 800,000 900,000 988,174 88,174 役員・理事・評議員・郡市代表者会等
研 究 調 査 費 900,000 1,000,000 1,045,474 45,474 専門・特別委員会研究調査費、

へき地教育研究協議会助成等

活　 動　 費 1,000,000 1,250,000 1,032,174 △ 217,826 研修活動費、印刷製本代等
渉　 外　 費 630,000 800,000 742,419 △ 57,581 役員渉外費等
通　 信　 費 300,000 550,000 353,610 △ 196,390 切手、はがき、郵送代等
雑 　 　 　 費 300,000 500,000 325,196 △ 174,804 文具等事務用品代等
予　 備　 費 42,000 71,994 0 △ 71,994
合 　 　 　 計 4,822,000 5,971,994 5,363,837 △ 608,157

（単位：円、△は減額を表す）

平成 25 年度　三河小中学校長会 拠出金会計 決算書

　平成 25 年度一般・特別・拠出金会計について、慎重に監査した結果、正確・適切であることを
認めます。

平成 26 年３月 24 日　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　夏　目　一　夫　○印
会計監査　犬　塚　尊　夫　○印

１　基金の部 （単位：円） ２　拠出金の部 （単位：円）

項　　　目 金　　　額
積 立 金 の 部 14,622,909
そ 　 の 　 他 0

合　　　計 14,622,909

項　　目 金　　　額

収 　 入 4,771,860
内訳：繰越金、拠出金、利息

支 　 出 2,065,000
内訳：研修、活動、渉外、通信、雑費等

残 高 2,706,860
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平成 26 年度　三河小中学校長会事業計画（案）

法制委員会 １　教職員の勤務時間等に関する法的な問題について
２　学校行事の実施に伴う服務上の問題について
３　教職員評価制度の実施に伴う問題について
４　教員の研修に伴う問題について
５　育児休業・育児短時間勤務制度に伴う問題について
６　関係団体の動向とその対応について

教 育 条 件 １　教職員定数改善と配置に工夫に関する調査研究
委　員　会 ２　公立小中学校における教育諸条件の整備・充実に関する調査研究

３　教職員給与等の改善と処遇の充実に関する調査研究

学 校 経 営 １　学校経営に関する研究推進・情報収集
委　員　会 ２　東陸小富山、全連小埼玉、東陸中三重、全日中北海道各大会に向けての研究推進

３　児童生徒の健全育成と家庭教育に寄与する教育的刊行物の編集と普及活動

進路委員会 １　自己の将来に向けた生き方を育てる進路指導の全体的運営の在り方の研究
２　進路指導に関わる様々な課題を解決するための調査研究

保 健 体 育 １　健康教育の望ましい基盤づくりに関する研究
委　員　会 　・小学校における健康教育の現状とその方向性についての実態調査

　　　小学校における健康教育の実態を調査し、前回の調査研究結果と比較しながら、
　　望ましい方向性を探る。

福 祉 安 全 １　危機に対して自ら身を守る意識と力を高める安全教育についての調査研究
委　員　会 ２　自然災害発生に対する防災対策に関する調査研究

３　学校における環境教育の充実についての研究

給食委員会 １　給食活動の課題となっていることを取り上げ、より充実した指導を展開するため
　の学校の取組についての調査
２　食育推進のために学校が取り組んでいることや食の指導をより充実させるために
　必要なことについての調査
３　効果的に食の指導を進めていくための家庭との連携や啓発についての調査

生 徒 指 導 １　若手教員の生徒指導力向上に向けて
委　員　会 　　　―  若手教員育成のための有効な手立ての探求  ―

　・社会の変化にともなって発生した新たな課題に対応するために、どのように若い
　　教員を育てようとしているかを実態調査し、その中から有効な手立てを探る。

特別支援教育 １　特別支援教育の推進と小中学校の運営のあり方に関する研究
委　員　会 　　　―  「合理的配慮」の具体化と教育環境の充実に向けて  ―

　・特別支援教育の効果的な推進についての研究
　・特別支援教育の先進的な取組についての情報収集・研修及び調査活動

修 学 旅 行 １　社会の変化に対応する望ましい修学旅行の在り方の研究
特別委員会 　　　―  豊かな人間性と人間関係を育む安全で楽しい修学旅行  ―

２　中学校修学旅行についての引率教員数・旅行費用・旅行地・危機管理等の実態調査

学校力向上 １　学校力を高める学校経営の在り方
特別委員会 　・教師力向上に向けての各郡市の取り組みの中で、課題として浮かび上がってきた

　　ことについて調査研究を深める。
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平成 26 年度　三河小中学校長会 一般会計 予算書（案）

平成 26 年度　三河小中学校長会 特別会計 予算書（案）

平成 26 年度  会費及び負担金
小 学 校 中 学 校

三 河 校 長 会 費 7,700 円 三 河 校 長 会 費 7,700 円
県 校 長 会 費 21,000 円 県 校 長 会 費 21,000 円
東 海 北 陸 小 会 費 1,000 円 東 海 北 陸 中 会 費 1,000 円
全 連 小 会 費 6,500 円 全 日 中 会 費 7,500 円

収　入　総　額 5,200,000 支　出　総　額 5,200,000 差 引 残 高 0
収入の部

項　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考
会　　　費 2,982,000 6,000 円× 497 人
助  成  金 1,609,500 県小中学校長会、県教育振興会、教育文化振興会、県教育公務員弘済会、

教職員共済生活協同組合等
雑　収　入 343 預金利息
繰　越　金 608,157
合 　 計 5,200,000

支出の部
項　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考

総　会　費 850,000 定期総会費
会　議　費 800,000 役員・理事・評議員・郡市代表者会等
研究調査費 980,000 専門・特別委員会研究調査費、へき地教育研究協議会助成等　
活　動　費 1,020,000 研修活動費、全国大会資料代、印刷製本代等
渉　外　費 750,000 役員渉外費等
通　信　費 400,000 切手、はがき、郵送代等
雑　　　費 350,000 封筒、用紙、文具等事務用品代等
予　備　費 50,000
合 　 計 5,200,000

〈備考〉項目間の流用を認める。

収　入　総　額 2,301,800 支　出　総　額 2,301,800 差　引　残　高 0
収入の部

項　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考
会　　　費 844,900 1,700 円× 497 人
雑　収　入 177 預金利息
繰　越　金 1,456,723
合 　 計 2,301,800

支出の部
項　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考

慶　弔　費 550,000 香料、祝電、弔電、見舞、記念品代等
対　策　費 550,000 総会費、その他活動費
予　備　費 1,201,800
合 　 計 2,301,800

〈備考〉項目間の流用を認める。

（単位：円）

（単位：円）
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名　　　称

第１条 　本会は、三河小中学校長会と称し、事
務所を会長の在任校に置く。

目　　　的

第２条 　本会は、三河小中学校相互の連絡を密
にし、教育の振興発展を図り、教育文化
の向上に寄与することを目的とする。

事　　　業

第３条 　本会は、前条の目的を達成するために
次の事業を行う。

　　　１　学校の管理運営に関する調査研究
　　　２　教職員及び児童生徒に関する事項
　　　３　その他本会の目的達成に必要な事項

組　　　織

第４条 　本会は、三河地区に所在する小中学校
の校長会をもって組織する。

　　　 　本会は、小学校部、中学校部を置くこ
とができる。

役　　　員

第５条　本会の役員と職務は次の通りとする。
　　　１ 　会長　１名　本会を代表し、会務を総

理し、兼ねて会議を招集し議長となる。
　　　２ 　副会長　４名　会長を補佐し、会長

事故あるときはこれを代理する。
　　　３ 　常任委員　若干名　常任委員会を構

成する。
　　　４ 　評議員　若干名　評議員会を構成す

る。

　　　５　理事　若干名　理事会を構成する。
　　　６ 　郡市代表　若干名　各郡市を代表

し、郡市代表者会を構成する。
　　　７ 　庶務・会計　若干名　本会の庶務・

会計を行う。
第６条 　本会の役員は、次の方法により選出す

る。
　　　１ 　会長・副会長は会員中より評議員会

において選出し、総会の承認を得る。
　　　２ 　常任委員は、評議員会において評議

員中より選出する。
　　　３ 　評議員は、各郡市において選出する。
　　　４ 　理事は、会長が評議員会にはかって

委嘱する。
　　　５ 　郡市代表は、各郡市校長会長をあて

る。
　　　６ 　庶務・会計は、会長が評議員会には

かって委嘱する。
第７条 　本会の役員の任期は１か年とする。た

だし再任を妨げない。補欠役員は、前任
者の残任期間とする。

会 計 監 査

第８条 　本会に会計監査を２名置き、本会の会
計を監査する。

　　　 　会計監査は、評議員会において選出し
総会の承認を得る。会計監査の任期は、
本会の役員に準ずる。

顧　　　問

第９条 　本会に顧問を置くことができる。
　　　 　顧問は、評議員会の推せんにより、会

長が委嘱する。

三河小中学校長会規約
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会　　　議

第10条　本会は、次の会議を開く。
　　　１ 　総会　総会は本会の最高議決機関で

あって全会員をもって構成し、毎年１
回以上開催する。

　　　　　付議事項は次の通りとする。
　　　　　⑴　予算・決算に関する事項
　　　　　⑵ 　役員及び会計監査の選任に関

する事項
　　　　　⑶ 　事業の計画及び報告に関する

事項
　　　　　⑷　規約の改廃に関する事項
　　　　　⑸　その他重要事項
　　　　　　 　やむを得ない場合は、評議員会

をもって総会に代えることができる。
　　　２ 　評議員会　評議員会は総会につぐ議

決機関であって、議案を審議し、議決
することができる。

　　　３ 　常任委員会　常任委員会は重要事項
を審議する。

　　　４ 　理事会　理事会は会務を協議し議案
を作成する。

　　　５ 　郡市代表者会　郡市代表者会は、郡
市の連絡について協議する。

第11条 　議事の議決は出席者の過半数で決し、
可否同数のときは議長の決するところに
よる。

専門委員会

第12条 　本会の事業を遂行するために、次の専
門委員会を置く。

　　　・法制委員会
　　　・教育条件委員会
　　　・学校経営委員会
　　　・進路委員会
　　　・保健体育委員会
　　　・福祉安全委員会

　　　・給食委員会
　　　・生徒指導委員会
　　　・特別支援教育委員会
　　　　 　専門委員会には、それぞれ委員長１

名、副委員長１名を置く。各専門委員
長は、必要に応じ議事に参画する。

特別委員会

第13条 　本会は必要に応じて特別委員会を置く
ことができる。

会　　　計

第14条 　本会の経費は、会費その他の収入を
もってこれにあてる。

第15条 　本会の会計年度は、４月１日に始まり、
翌年３月31日をもって終わる。

内規・規定

第16条 　本会は、必要に応じて、別に内規また
は規定を設けることができる。

付　　　則

第１条 　本規約は、昭和36年５月30日からこれ
を施行する。

　　　　昭和39年５月30日改正
　　　　昭和42年５月24日改正
　　　　昭和46年５月22日改正
　　　　昭和53年５月13日改正
　　　　平成９年５月９日改正
　　　　平成14年５月１日改正
　　　　平成20年５月７日改正
　　　　平成23年５月10日改正
　　　　平成25年５月８日改正
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役員に関する内規

○ 規約第６条に定める役員の選出に当たっては
地域ならびに小・中の均衡を考慮する。

　１ 　常任委員は25名以内とし、規約第５条６
項の郡市代表全員を含めるものとする。　

　２ 　評議員は各郡市ごとに20校までは２名、
40校までは４名、60校までは６名、61校以
上は８名とする。

　３ 　理事は庶務・会計及び会長が必要と認め
る若干名とする。

　４ 　庶務は３名、会計は２名とする。ただし
必要に応じてそれぞれ補佐を置くことがで
きる。

　５ 　会長の職務代理者を必要とする場合は常
任委員会においてこれを決める。

専門委員会に関する内規

○ 規約第12条に定める専門委員会の任務は次の
通りとする。

　・法制委員会
　　ア　関係法規に関する事項
　　イ　その他法制に関する事項
　・教育条件委員会
　　ア　教職員の定数・給与に関する事項
　　イ　教育予算・教職員の待遇に関する事項
　　ウ　その他教育条件に関する事項
　・学校経営委員会
　　ア 　教育内容及び教育方法・教職員の研修

に関する事項
　　イ　各種研究大会に関する事項
　　ウ　その他学校経営に関する事項
　・進路委員会
　　ア　児童生徒の進学に関する事項
　　イ　生徒の就職に関する事項
　　ウ　その他児童生徒の進路に関する事項
　・保健体育委員会
　　ア 　児童生徒の体位体力の向上に関する事項
　　イ 　児童生徒・教職員の保健に関する事項
　　ウ　体育的部活動に関する事項
　　エ　その他保健体育に関する事項

　・福祉安全委員会
　　ア 　児童生徒・教職員の福祉に関する事項
　　イ　安全・災害・環境に関する事項
　　ウ　その他福祉安全に関する事項
　・給食委員会
　　ア　給食の管理運営に関する事項
　　イ　給食指導に関する事項
　　ウ　その他給食に関する事項
　・生徒指導委員会
　　ア　いじめ・不登校に関する事項
　　イ　心の教育に関する事項
　　ウ　その他生徒指導に関する事項
　・特別支援教育委員会
　　ア　特別支援教育の推進に関する事項
　　イ　就学支援に関する事項
　　ウ　その他特別支援教育に関する事項

慶弔に関する規定

○ この慶弔規定は、会員の慶弔ならびに災害・
死亡等の場合について規定する。慶弔は、次
によって金品を贈り、その意を表す。

　１　会員死亡の場合
　　　　・香料50,000円、花輪一対
　　　　・各郡市代表会葬
　２　会員の家族死亡の場合
　　　⑴　配偶者
　　　　　　・香料10,000円　代表会葬
　　　⑵　実父母、同居の養・義父母
　　　　　　・本会名で弔電
　３　会員住居の火災・風水害等
　　　　・見舞金10,000円　代表慰問
　４　被害甚大な学校火災・風水害等
　　　　・見舞金  5,000円　代表慰問
　５ 　その他の場合は、その都度会長・副会長

が協議して決定し、その記録を残す。

三河小中学校長会内規及び規定
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教 育 講 演 会

演　題　『変動する社会情勢と校長』

講　師 愛知県教育委員会　委員長職務代理者

　　　　　岩　月　慎　自　氏

プロフィール

生年月日 昭和 24 年 9 月 4 日
最終学歴 愛知教育大学卒業
略　　歴 昭和 47 年 4 月　　岡崎市立常磐中学校教諭
 平成 2 年 4 月　　愛知県教育委員会西三河教育事務所指導課
  　指導主事
 平成 4 年 4 月　　愛知県教育委員会事務局学校教育部保健体育課
  　指導主事
 平成 6 年 4 月　　岡 崎 市 教 育 委 員 会 事 務 局 学 校 教 育 課
  　担当係長
 平成 7 年 10 月　　岡崎市立河合中学校長
 平成 9 年 4 月　　愛知県教育センター総務部企画管理課
  　研究指導主事
 平成 11 年 4 月　　愛知県教育センター教科研究部長
 平成 12 年 4 月　　愛知県教育委員会新城教育事務所次長
 平成 14 年 4 月　　愛知県教育委員会事務局学習教育部生涯学習課
  　主幹
 平成 16 年 4 月　　岡崎市立六ッ美中学校長
 平成 18 年 4 月　　岡崎市立南中学校長
 平成 22 年 6 月　　財団法人愛知教育文化振興会事務局書記
 平成 24 年 10 月　　愛知県教育委員会委員
 平成 25 年 10 月　　愛知県教育委員会委員長職務代理者（現在）  






